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５．交通課題の明確化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［都市圏構造分析・交通現況分析］

［交差点実態調査からみた問題点］

［今治市における交通課題］

●一部に残る交通混雑区間への対応が必要 

・交差点実態調査や現況交通量推計からみて今治ＩＣ入口、片山等の交差点や(主)今治波方港線沿線にある混雑区間への対応が必要

・但し、これらの路線については並行路線が事業中などで将来的には抜本的な整備での対応が可能 

・しかし、現在の社会経済情勢を踏まえると供用時期については不透明な面もあるため、事業完了までのソフト面、局所的なハー

ド面での対応が必要 

●地域やまちづくりの課題への道路交通面からの対応が必要 

・自動車交通特性からみて産業施設や商業施設又は業務施設が集積する都心部への交通集中傾向は顕著でこれへの対応が必要 
・今治新都市等の開発計画やみなと再生等の地域の活性化への支援はもとより、旧町村間との連携強化などの新たな都市構造とそ

れに伴う交通を円滑に処理するための交通基盤の維持整備が重要 
・主に貨物車が担い地域を支える物流交通の特性及びそれらが利用する道路の安定性や環境面にも配慮した対応が必要 

●安心・安全な地域づくりに向けた道路面からの対応が必要 

・災害への備えや交通事故削減に向けた対策等の安心・安全な地域づくりを支援する道路面からの対応が必要 
・具体的には緊急輸送道路の確保や交通事故削減に向けた歩行者、自転車の安全性向上施策の展開等が必要 

●長期未着手都市計画道路への対応が必要 

・実態調査や現況交通量推計による需給バランスからみて早急に対応すべき箇所は見当たらない。さらに将来フレーム等（後述）

からみても将来交通需要の減少が想定される。 
・将来の交通需要や交通流動等に充分配慮することは不可欠であるが、長期未着手となっている都市計画道路については、地域づ

くりの視点から注意深く対応することが必要 
・需要面のみの基準で廃止とするのではなく、まちづくりや事故対策等の面から必要な機能を確保すべく既計画を見直し、道路空

間を再配分する検討も必要 

［自動車交通特性からみた問題点］ 

・夕ピークでは帰宅目的と買物等の私事目的による交通の複合化、輻輳化 
・都市部や特定施設（産業施設・商業施設）を有するゾーンへの交通集中が顕著 
・旧今治市から旧町村間、西条市等との高い結びつき 
・小型貨物、普通貨物といった物流や産業を支える交通は、乗用車や全車種とは異なる流動特性 
・高齢者は昼間における近接の移動が中心（ゾーン内々） 

［現況交通量推計からみた問題点］ 

○地域課題 

・少子高齢化への対応が急務 
・低迷する地域産業への対応が急務 
・衰退傾向にある中心市街地への対応が急務 
・拡大化する市街地への適正な誘導が必要 

○まちづくりの課題 

・安心・安全なまちづくりが重要 
・地域資源を活かしたまちづくりの展開が不可欠 
・地域活力を高めるまちづくりが不可欠 
・持続可能なまちづくりが不可欠 

○高速広域交通の課題 

・広域交流を促進し、地域の活性化を図るしまなみ海道及び

今治小松自動車道の早期完成が不可欠 
・多様な高速交通網の利活用による広域交流の促進策との連携 
・離島便等における利用者、利用車両の減少に対する対応が

不可欠 

○地域道路網の課題 

・安心・安全な暮らしを支える道路網が不可欠 
・混雑解消に向けた道路網の形成が不可欠 
・長期未着手都市計画道路への対応が不可欠 
・地域の活性化を支援する道路の形成が不可欠 
・地球環境問題に対応した道路の形成が不可欠 

○交差点カウント調査、渋滞・滞留長調査 

・主要交差点においては、朝ピークよりも夕ピークが高い傾向 
・但し、特定方向の短時間を除けば、交差点では 1 回の信号待ちで通

過が可能 
・右左折交通や一定方向への交通の集中等により、交通処理に負荷が

かかっている交差点が散見 

○断面需給比、混雑度、都心部関連交通 

・断面需給比では 2 断面（Ｃ.市南部の横断断面、Ｅ.市南部から市街地部への流出入断面）のみ 1.0 を上回る。但し、並行して事

業中等の路線があり、交通容量の拡大が可能 

・一般国道 196 号の 2 車線区間及び（主）今治波方港線では混雑度の高い区間が連続 

・都心部では通過交通がドンドビ交差点、市役所前ロータリー等の複雑な形状の交差点区間を利用 

○旅行速度調査 

・今治波方港線ルートが位置する海岸側では、市街地

が連担していることもあり速度低下区間が連続 

・一般国道 196 号でも片山交差点を始め幾つかのボト

ルネックが存在 


